








ニ ュ ー ス

0 10月 8日 名古屋において､基研長期研究計画 ｢criもicalphenoIコe-

na｣の一部 として計画されてい る ｢超電導超流動のdymmics｣の準備会が

繭かれ た｡ 11月 7 , 8∴ 9日の 3日間開かれ 畠予定｡

o 西 川 恭治 (東大教養) 9月 より基研滞在研究員 とな る

朝 日 孝 (北 大).Molecdle塾研究員 として基研に滞在

横 田万里夫 (京 大) 10月 1日付 で大阪市大工学部応用物理教室助教

授に転任 され 串 o

小 出昭一郎 (東 大 教)スイスよ り帰国

J.班.DaⅦscn(プリレストン大 プラズマ研) フル ブライ ト交換教授 として

名大 プラ研に滞在中

プ レプ リン ト案内

oNuclearぬ gneticResonaヱ1Cein.Solid馬 a-Tld D2under

揖ghPressures (S.A.Dic女̀sonandfi-.通 yer)

oOn もheDetailedMえgneもicBehaviornearItsCuriePoint

LJ.S.Kouveland班.丑.Fisher) 〔以上阪大〕
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｢物性研究所に関するアンケ- ト｣正誤表

貢 行 .卜 読 正

49‡19 この,際大学院 - その際大学院-

〟 32 わか らない. わか>らな いo l

50 19 東海村 だけに よらず 東海村 にた よらず

5-1 18-.用で きる. 用で きぬO.

52 2_0 _問題意識が多 いo 間琴意識が ない.

53 19 助手等 の■ 助 手担当の

-56 ･2 のだか ら) のだか ら) ~ 6

〟 3 したいo したい0 20一触れ な くて も〟 ■17 触れ るに も

〟〟57 1813 所物質物性研の実 績 を - 新 物質 を抽 C;自慧 憲 こない 2 圭-,_a) 現状ではi侍iこ期 二･待 出来 ない 1ヲ -箆李若 宮‡ ほ 髪対 占 ピー ク も 他姦苦嘉男和 義 ..-1物 性研の業寮 を

〟 16 (i)討論 と協 同研究 1 (i)討論 と共 同研 究 ._ tp2士1

〟 24 示-). ･e:豊主 監 ちと58 3 -意見

〟 23 情報の集数 を.I. .情報の集散 を

60 9 SPOnSer SPOnSOrL

〟 17 :に無 理 , i._J に も.無理

〟61 242 共 同確定が 生れ . 共 同研究が生れ

-frdedirⅠコ free40皿
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哀 布 誤 一 二~.正.㌻

62 4 無 理な不要

〟 p9 分担等はっ き り

〟 下 3 選任に民主的

63 10 (a)

〟 ll す るのが よい 1

〟 12 (S)

,〟 13 所属 させ ろ 1

′′ -14 (?)I

〟 15' 礁定

〟 18 檀)

〟 20 -由.

〟 22 L(i

′′ 27 料

64 ~ 14 線外 の.._.-.

〝 一 〟 .判 ら昼いo

〟65 -6.6 169 安貞の注文 と助 教授 以下-

〟 〟 助手 5年 . 助字 5_年 1

〟 ll 各大学側に も∴ 各大学側 も

′′ -15p研 究テ--マ守 り 研究 テー マごとに

69 1 の座や の使命

〟 4 連 絡 し七 甲 連絡 して実質的

〟 8 の集薦 の琴贋 1

〟 19 理想案 に尽 う 理想案 とは思 う

〟 下 3 設備 を送れ る 設備 を造れ る
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｢物性研に関するアンケー ト｣正誤象



｢物性研究所に 関す るアンケ- _ト｣正誤表

70 21 に娼係す る各種 に醜係 ある各種との娼連Jも問題にな_る.



編■集後 記

○ い よい よ冬将軍がやって きましたO外界の程 よい Stressに研究の方 も急

ピッチに進行中 と思 いますO

毎月一回開かれ る編集会議でいつ も話題に_な るの は物理学の明 日 (あ えて

将来 とは申 しません) をに な うべ き若手の投稿が少ないことです o

｢物性論研究｣が創刊 され た当時は､今第-線で活躍 されてい る先生方が中

心だっ た とか ｡ 今 日の若者 よ !多いに ファイ トを燃や L,｢物性研究｣を乗取

ろ うではあ りませんかo

o 誇義 ノニ ト ｢分子生物学｣の正誤表 をお とどけ します｡校正 を担当 して､い

る一人 として全 く冷汗 ものの一覧ですo

o ｢物 性研究所 アンケー ト｣の正誤表は原稿の正誤表ですo急の為O

物 性 研 究

第 3巻 第 2号

1964,年11月20日発行 (定価300円)

発 行 人 碓 井 恒 丸

印 刷 者

発 行 所

倉 本 作 雄
京都市左京区岡崎徳成町 11

物 性 研 究 刊 行 会
電話(ヮワ)8111 内線 983

振 替 京 都 5312
京都市 左京区 北白川追分町
京都大学 湯 川 記 念 館 内
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